
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の室内機と、室外機及び前記複数の室内機とを連結する複数の配管と、該複数の配
管に設置された複数のバルブと、を含むマルチエアコンシステムであって、
　

とを含むことを特徴とする
マルチエアコンシステム。
【請求項２】
　圧縮器から吐出された高圧のガス冷媒が流れる高圧ガス管から分岐された配管に設置さ
れる複数の暖房バルブ及び前記圧縮器から吐出されて室外熱交換器と室外電動バルブを通
過した高圧の液冷媒が流れる高圧液管から分岐された配管に設置される複数の冷房バルブ
を持ち、各室内機ごとに連結された暖房バルブ及び冷房バルブセットの開度を制御して各
室内機へ流れる冷媒量を調節する冷暖房切換機を含むマルチエアコンシステムであって、
　前記暖房バルブ及び冷房バルブセットに室内機が連結されたかを入力すべく設置さ

、
　前記暖房バルブ及び冷房バルブセットに連結された室内機

とを含むことを特徴とするマルチエアコンシステム。
【請求項３】
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オン状態にあれば該当の配管に室内機が連結されたことを表し、オフ状態にあれば該当
の配管に室内機が連結されなかったことを表すディップ (ＤＩＰ )スイッチと、該当の配管
に連結された室内機の住所を数字で表示するロータリスイッチ

れ、
オン状態にあれば該当の配管に室内機が連結されたことを表し、オフ状態にあれば該当の
配管に室内機が連結されなかったことを表すディップ (ＤＩＰ )スイッチと

の住所を数字で表示するロー
タリスイッチ



　前記冷暖房切換機のケースには、前記暖房バルブ及び冷房バルブセットと室内機とを連
結する配管が通過する分岐口が設けられ、前記 は、各分岐口に相応する
室内機があるかを表し、前記 は、前記分岐口に相応する室内機の住所を
表示することを特徴とする請求項 に記載のマルチエアコンシステム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチエアコンシステムに関し、より詳細には、冷暖房切換機と複数の室内
機間の連結関係を入力する手段を持つマルチエアコンシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、マルチエアコンシステムは、室外機と、該室外機に並列連結された複数の室内
機と、室外機と複数の室内機との間に設置されて複数の暖房バルブ及び複数の冷房バルブ
を持つ冷暖房切換機とを備える。
【０００３】
　このような従来のマルチエアコンシステムでは、冷暖房切換機に複数の室内機が接続さ
れるがために、冷暖房切換機の各暖房バルブ及び冷房バルブにどの室内機が接続されたか
を冷暖房切換機のマイコンが認識しなければならず、このため、各暖房バルブ及び冷房バ
ルブと室内機との連結関係を入力する手段が必要とされてきた。
【０００４】
　そこで、マルチエアコンシステムの冷暖房切換機と室内機との間に冷媒配管を連結した
後に、これらの連結関係を入力する多様な手段が提示されてきた。このように冷暖房切換
機と室内機との連結関係を入力する手段の一例を、図１を参照して説明する。
【０００５】
　図１に示すように、従来のマルチエアコンシステムの冷暖房切換機１には、複数の暖房
バルブ (図示せず )の中から選択された一つの暖房バルブ及び複数の冷房バルブ (図示せず )
の中から選択された一つの冷房バルブからなる暖房バルブ及び冷房バルブセットと各室内
機２ａ～２ｄとを連結する配管３ａ～３ｄが通過するように冷暖房切換機１のケースに形
成された複数の分岐口４ａ～４ｄと、各室内機２ａ～２ｄの熱交換器 (図示せず )を通過し
た冷媒が冷暖房切換機１に帰還されるように設けられた配管５ａ～５ｄが通過するように
冷暖房切換機１のケースに形成された複数の帰還口６ａ～６ｄと、が備えられる。また、
各室内機２ａ～２ｄにはそれぞれ、各室内機２ａ～２ｄと連結される分岐口４ａ～４ｄの
番号を入力するためのロータリスイッチ７ａ～７ｄが備えられる。ここで、分岐口の番号
は、各分岐口４ａ～４ｄを通過する配管３ａ～３ｄに結合された暖房バルブ及び冷房バル
ブセットの番号と一致する。
【０００６】
　かかる従来のマルチエアコンシステムにおいて、設置者が各室内機２ａ～２ｄのロータ
リスイッチ７ａ～７ｄの番号を、各室内機２ａ～２ｄが連結された冷暖房切換機１の分岐
口４ａ～４ｄの番号と一致させた後にシステムをオンにすると、室内機マイコン (図示せ
ず )は、ロータリスイッチ７ａ～７ｄが表示する番号を認識してその番号を室外機マイコ
ン (図示せず )及び冷暖房切換機１のマイコン (図示せず )に報知し、これにより、室外機マ
イコン及び冷暖房切換機マイコンが、どの分岐口にどの室内機が連結されたのか認識でき
るようにした。
【０００７】
　しかしながら、この種の従来のマルチエアコンシステムは、容量の大きい室内機を使っ
て一つの室内機において冷暖房切換機の分岐口を２つ以上使用する場合には、該当する室
内機に連結された分岐口の番号を入力することができない、という問題があった。
【０００８】
　すなわち、従来のマルチエアコンシステムは、一つの室内機に対してロータリスイッチ
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を使って一つの分岐口の番号しか設定できず、一つの室内機を二つの分岐口に共に連結し
て使用することはできない、という問題点があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記の点に鑑みて、冷暖房切換機のバルブと室内機間の様々な連結関係を入
力し得るマルチエアコンシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために本発明は、複数の室内機と、室外機及び前記複数の室内機
とを連結する複数の配管と、該複数の配管に設置された複数のバルブと、を含むマルチエ
アコンシステムであって、

と
を含むことを特徴とする。
 
 
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、冷暖房切換機の分岐口の番号及びこれに連結された室内機の住所を全
て入力することができるので、一つの室内機が複数の分岐口と連結された場合など冷暖房
切換機と室内機器間の様々な連結関係を入力することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、添付図面を参照しつつ詳細に説明する。
【００１３】
　図２に示すように、本発明の一実施形態に従うマルチエアコンシステムは、室外機１０
と、室外機１０に並列連結された第１ないし第４室内機２０ａ～２０ｄと、第１ないし第
４室内機２０ａ～２０ｄの運転モードを冷房運転モードまたは暖房運転モードに切り換え
るための冷暖房切換機３０と、を含み、第１ないし第４室内機２０ａ～２０ｄと室外機１
０は、高圧ガス管１７、低圧ガス管１８及び高圧液管１９を通して冷媒を互いに伝達する
。
【００１４】
　室外機１０は、圧縮器１１から吐出された冷媒の流れ方向を決定する四方バルブ１２、
室外機１０に流入した室外空気により熱交換を遂行する室外熱交換器１３、冷媒を膨脹さ
せる室外電動バルブ１４、気体状態と液体状態の冷媒を互いに分離するためのレシーバタ
ンク１５、及びアキュムレータ１６を備える。
【００１５】
　また、低圧ガス管１８は、室外機１０のアキュムレータ１６を介して圧縮器１１の吸入
側に接続され、室外熱交換器１３と室外電動バルブ１４は直列に接続され、室外電動バル
ブ１４に高圧液管１９がレシーバタンク１５を介して接続されている。また、室外電動バ
ルブ１４には、流量調整バルブとして機能するバイパスバルブ４１ａが逆止バルブ４１ｂ
と共に並列に接続されて、冷房運転の際には室外熱交換器１３からの液冷媒がバイパスバ
ルブ４１ａ及び逆止バルブ４１ｂに流れ、暖房運転の際にはバイパスバルブ４１ａの閉じ
により冷媒が室外電動バルブ１４に流れる。
【００１６】
　四方バルブ１２と高圧液管１９との間では、高圧ガス管１７から高圧分岐管４２が分岐
され、高圧分岐管４２には、開閉バルブとして機能する電子バルブ４３ａと、高圧ガス管
１７側からの冷媒の逆流を防止する逆止バルブ４３ｂとが設置されている。また、四方バ
ルブ１２と高圧ガス管１７との間には、冷媒の逆流を防止する他の逆止バルブ４４が設置
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されている。
【００１７】
　第１ないし第４室内機２０ａ～２０ｄは、第１ないし第４室内熱交換器２１ａ～２１ｄ
と、第１ないし第４室内熱交換器２１ａ～２１ｄに直列連結された第１ないし第４室内電
動バルブ２２ａ～２２ｄを含む。
【００１８】
　冷暖房切換機３０は、高圧ガス管１７から分岐された第１ないし第４高圧ガス分岐管３
３ａ～３３ｄに設置された第１ないし第４暖房バルブ３１ａ～３１ｄと、低圧ガス管１８
から分岐された第１ないし第４低圧ガス分岐管３４ａ～３４ｄに設置された第１ないし第
４冷房バルブ３２ａ～３２ｄとを含む。また、第１暖房バルブ３１ａ及び第１冷房バルブ
３２ａは一つの組として第１室内熱交換器２０ａと連結された第１冷媒配管３５ａに連結
され、これと同様に、第２ないし第４暖房バルブ３１ｂ，３１ｃ，３１ｄ及び冷房バルブ
３２ｂ，３２ｃ，３２ｄは順次的にそれぞれ組をなして第２ないし第４冷媒配管３５ｂ，
３５ｃ，３５ｄにそれぞれ連結される。また、冷暖房切換機３０には、第１ないし第４冷
媒配管３５ａ～３５ｄがそれぞれ通過するように冷暖房切換機３０のケースに第１ないし
第４分岐口 (図４の５５ａ～５５ｄ )が形成される。このとき、第１ないし第４分岐口５５
ａ～５５ｄの番号は、第１ないし第４暖房バルブ及び冷房バルブの番号と一致する。
【００１９】
　図３を参照して、図２のマルチエアコンシステムに使用される冷暖房切換機３０と各室
内機２０ａ～２０ｄ間の連結関係を入力するスイッチについて説明する。図３に示すよう
に、冷暖房切換機３０内部のＰＣＢ基板５１には、第１ないし第４分岐口５５ａ～５５ｄ
に第１ないし第４冷媒配管３５ａ～３５ｄが連結されたか否か (すなわち、第１ないし第
４暖房バルブ及び冷房バルブセットに第１ないし第４室内機が連結されたか否か )を入力
するためのディップ (ＤＩＰ )スイッチ５２が設けられ、ディップスイッチ５２の下には第
１ないし第４冷媒配管３５ａ～３５ｄを介して第１ないし第４分岐口５５ａ～５５ｄに連
結された室内機の住所を入力するための第１ないし第４ロータリスイッチ５３ａ～５３ｄ
が設けられる。
【００２０】
　ディップスイッチ５２の第１ないし第４ポール (pole)５４ａ～５４ｄのうち、第１ポー
ル５４ａは、第１分岐口５５ａ (すなわち、第１暖房バルブ及び冷房バルブセット )に室内
機が連結された否かを表し、同様に、第２ないし第４ポール (pole)５４ｂ，５４ｃ，５４
ｄはそれぞれ、第２ないし第４分岐口５５ｂ、５５ｃ、５５ｄに室内機が連結されたのか
を表す。
【００２１】
　また、各ポール５４ａ～５４ｄが上方に倒れていると該当の分岐口に室内機が連結され
ていることを表し、各ポール５４ａ～５４ｄが下方に倒れていると該当の分岐口に室内機
が連結されていないことを表す。図３では、第１及び第４ポール５４ａ，５４ｄが下方に
倒れており、第２及び第３ポール５４ｂ，５４ｃが上方に倒れているので、第１及び第４
分岐口５５ａ、５５ｄには室内機が連結されていなく、第２及び第３分岐口５５ｂ，５５
ｃには室内機が連結されていることがわかる。
【００２２】
　第１ないし第４ロータリスイッチ５３ａ～５３ｄで表示する数字は、室内機の住所を意
味し、したがって、第１ないし第４ロータリスイッチ５３ａ～５３ｄの中で第１ロータリ
スイッチ５３ａが、第１分岐口５５ａに連結された室内機の住所を表示し、同様に、第２
ないし第４ロータリスイッチ５３ｂ，５３ｃ，５３ｄがそれぞれ、第２ないし第４分岐口
５５ｂ，５５ｃ，５５ｄに連結された室内機の住所を表示する。
【００２３】
　図４を参照して、図３に示したディップスイッチ５２及び第１ないし第４ロータリスイ
ッチ５３ａ～５３ｄの使用例を説明する。図４では、第１及び第４ポール５４ａ，５４ｄ
はオフ状態におり、第２及び第３ポール５４ｂ，５４ｃはオン状態にあるので、第２及び
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第３分岐口５５ｂ，５５ｃにのみ室内機が連結されていることがわかる。
【００２４】
　また、第２分岐口５５ｂに連結された室内機の住所を表示する第２ロータリスイッチ５
３ｂで表す数字が３であるので、第２分岐口５５ｂに連結された室内機の住所は３であり
、第３分岐口５３ｃに連結された室内機の住所を表示する第３ロータリスイッチ５３ｃで
表す数字が７であるので、第３分岐口５５ｃに連結された室内機の住所は７であることが
わかる。
【００２５】
　次に、本発明の一実施形態に従うマルチエアコンシステムの動作について説明する。マ
ルチエアコンシステムの設置にあたり、設置者は、冷暖房切換機３０、室外機１０及び各
室内機２０ａ～２０ｄの間に配管を連結し、各分岐口５５ａ～５５ｄに室内機が連結され
たかを確認して各分岐口５５ａ～５５ｄに相応するディップスイッチポールの位置を調整
する。すなわち、室内機の連結された分岐口に相応するポールはオン状態にし、室内機の
連結されなかった分岐口に相応するポールはオフ状態にする。続いて、第１ないし第４ロ
ータリスイッチ５３ａ～５３ｄを用いて各分岐口５５ａ～５５ｄに連結された室内機の住
所を設定する。
【００２６】
　この状態で、設置者がテストのためにシステムをオンにすると、冷暖房切換機３０のマ
イコンはディップスイッチ５２の状態を把握し、第１ないし第４分岐口５５ａ～５５ｄの
中でどの分岐口に室内機が連結されたか確認し、第１ないし第４ロータリスッチ５３ａ～
５３ｄの状態を把握して各分岐口５５ａ～５５ｄに連結された室内機の住所を確認する。
冷暖房切換機３０の各分岐口５５ａ～５５ｄに連結された室内機の住所が確認されると、
冷暖房切換機マイコンはその住所情報を室外機マイコン及び室内機マイコンに伝達し、室
外機マイコン及び室内機マイコンで適切な制御がなされる。
【００２７】
　このように各分岐口５５ａ～５５ｄに連結された室内機の住所が室外機マイコン、室内
機マイコン及び冷暖房切換機のマイコンに入力されると、各室内機へ流れる冷媒量を適切
に調節することが可能になる。
【００２８】
　例えば、第１室内機２０ａのみに対して冷房運転を実施したい場合に、室外機マイコン
は、第１室内機２０ａが連結された分岐口の番号を把握し、その分岐口を通過する配管に
連結された暖房バルブ及び冷房バルブセットの冷房バルブを開き、第１室内機が冷房運転
を遂行する。
【００２９】
　本実施形態では、冷暖房切換機の分岐口番号 (暖房バルブ及び冷房バルブセットの番号 )
と室内機住所間の連結関係を入力する例について説明したが、本発明は、冷暖房切換機無
しに室外機と室内機が複数の冷媒配管で連結されるシステムにも適用可能である。この場
合、ディップスイッチは、各冷媒配管に室内機が連結された否かを表し、ロータリスイッ
チは、該当の冷媒配管に連結された室内機の住所を表示する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】従来のマルチエアコンシステムに使用された冷暖房切換機と室内機間の連結関係
を入力する手段を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に従うマルチエアコンシステムの冷媒流路を示す図である。
【図３】図２のマルチエアコンシステムに使用される冷暖房切換機と室内機間の連結関係
を入力するスイッチを示す図である。
【図４】図３に示したスイッチの使用例を示す図である。
【符号の説明】
【００３１】
１０　　室外機
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１１　　圧縮器
１２　　四方バルブ
１３　　室外熱交換器
１４　　室外電動バルブ
１５　　レシーバタンク
１６　　アキュムレータ
１７　　高圧ガス管
１８　　低圧ガス管
１９　　高圧液管
２０ａ～２０ｄ　第１ないし第４室内機
２１ａ～２１ｄ　第１ないし第４室内熱交換器
２２ａ～２２ｄ　第１ないし第４室内電動バルブ
３０　　冷暖房切換機
３１ａ～３１ｄ　第１ないし第４暖房バルブ
３２ａ～３２ｄ　第１ないし第４冷房バルブ
３３ａ～３３ｄ　第１ないし第４高圧ガス分岐管
３４ａ～３４ｄ　第１ないし第４低圧ガス分岐管
４１ａ　バイパスバルブ
４１ｂ　逆止バルブ
４２　　高圧分岐管
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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